
即

⑦
此
の
鮎
に
就
い
て
は
目
下
印
刷
中
の
『
支
那
古
銅
器
形
愈
の
考
古

　

學
的
研
究
』
（
東
方
文
化
研
究
所
報
告
）
に
詳
し
く
述
べ
て
置
い
た
。

⑧
「
河
南
安
陽
発
見
の
逡
物
。
」
（
前
出
）
第
一
二
圖
參
照
。

⑨
梅
原
『
欧
米
蒐
儲
支
那
古
銅
精
華
』
彝
器
部
同
版
第
一
二
二
所
褐
。

⑩
梅
原
『
穏
禁
の
考
古
學
的
考
察
』
（
東
方
文
化
學
院
京
都
研
究
所
報

　

告
第
二
珊
）
參
照
。

⑥
「
河
南
安
陽
脅
見
。
の
。
漬
物
」
（
前
出
）
第
一
三
圖
參
照
。

⑩
廣
田
博
士
「
支
那
古
銅
器
研
究
の
新
資
料
」
（
『
國
華
』
第
三
七
九
琥

　

所
載
及
『
東
亜
考
古
學
研
究
』
所
収
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

｀

⑩
梅
原
「
安
陽
出
土
と
傅
へ
る
二
三
の
玉
長
の
戈
に
就
い
て
’
一
【
】
美

　

術
研
究
』
第
八
八
胱
）
參
照
ヽ
。

　
　
　

文
淑
と
文
淑

　

（
前
略
）
東
洋
史
研
究
四
巻
六
読
落
手
、

早
痙
披
見
致
し
ま
し
た
。
巻
頭
論
支
那
波

博
士
の
中
唐
時
代
俗
諦
肘
文
漁
法
師
祥
疑

は
曾
っ
て
文
漁
法
師
に
就
い
て
少
し
く
疑

問
を
有
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
興
味
を

憂
え
な
が
ら
群
蹟
し
ま
し
た
。
疑
問
と
云

ふ
の
は
歴
代
名
誉
記
校
勘
の
際
に
生
じ
鎧

も
の
で
す
。
印
ち
同
宿
の
廟
が
寺
槻
等
粛

壁
の
條
に
、

　

菩
提
寺
…
…
〔
修
〕
殿
内
東
西
北
壁
並
哭

　

寅
。
其
東
壁
。
有
菩
薩
。
韓
目
混
人
。

　

法
帥
文
汝
。
亡
何
令
工
人
布
色
相
矣
。

と
見
え
ま
す
。
こ
れ
は
津
逡
錫
書
本
や
學

津
討
原
本
に
依
っ
た
も
の
で
す
が
、
王
氏

書
豊
苑
本
だ
と
文
兪
が
文
淑
に
な
っ
て
居

ま
す
。
又
段
成
式
寺
塔
記
に
は
、

　

半
康
坊
１
　
提
寺
…
…
佛
殿
内
槽
東
壁
、

　

維
摩
愛
、
舎
利
他
。
角
而
韓
昧
。
元
和

　

末
。
俗
講
僣
文
淑
装
之
。
筆
蹟
沓
矣
。

と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
歴
代
名
家
記
の
記

‐
。
琲
と
同
じ
こ
と
を
述
べ
て
厨
る
も
の
で

す
ｏ
偕
て
さ
う
だ
と
す
る
と
此
處
で
は

文
漁
ｌ
文
淑
と
は
同
一
人
で
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
か
く
て
ど
ち
ら
か
が
書
寫
の
誤
り

だ
と
考
へ
ら
れ
ま
す
。
其
節
私
は
此
法
師

が
慈
畳
大
師
の
入
店
求
法
巡
緩
行
記
に
見

え
る
大
徳
文
汝
法
師
と
同
一
人
だ
と
し
て

文
淑
は
文
汝
の
書
ほ
７
９
で
あ
る
と
決
め
ま

し
た
（
拙
課
一
９
　
〈
頁
）
・
今
度
博
士
の
高

誕
に
依
る
と
常
時
文
漁
と
文
淑
と
二
人
の

俗
壽
但
が
あ
っ
た
課
で
す
が
、
か
う
な
る

と
恐
ら
く
白
描
で
も
の
し
た
と
思
は
れ
る

哭
道
玄
の
名
寄
を
愚
劣
な
着
色
で
毫
な
し

に
さ
せ
仁
俗
諦
僣
は
果
し
て
高
僣
文
漁
か

庸
但
文
淑
か
迷
は
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
曾

囚
話
録
の
記
事
に
就
い
て
は
著
者
が
武
宗

の
１
　
佛
と
云
ふ
様
な
大
事
件
を
経
過
し
て

み
諦
に
對
す
る
批
判
の
眼
を
異
に
す
る
様

な
こ
と
が
な
か
つ
た
か
否
か
を
顧
慮
し
て

み
る
必
要
が
な
い
で
は
な
い
で
せ
う
か
。

例
せ
ば
○
○
敦
の
敦
祀
と
か
云
ふ
建
中
も

　

一
度
司
直
の
前
に
立
つ
と
其
以
前
と
は
逆

　

に
淫
織
鄙
奏
の
人
物
と
化
し
て
し
ま
ふ
。

　

此
鮎
に
開
し
て
も
亦
未
だ
氷
解
し
能
μ
ざ

　

る
も
の
が
あ
る
次
第
で
す
。
別
に
重
要
な

　

問
題
で
あ
る
課
で
は
な
い
の
で
す
が
、
曾

石
て
の
こ
と
を
思
ひ
出
し
た
雛
に
記
し
ま

し
た
。
（
下
略
）

　

九
月
十
五
日
北
漱
に
て

　

小
野
勝
年

59－-

｜

１

ｄ

｜

！


